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  櫻 木 晋 一 会 長 、 清 水 治 副 会 長 、 赤 尾 達 也 委 員  
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公 開   ・   非 公 開  

傍 聴 人 数         １ 人  

審 議 の 概 要  

委 嘱 状 交 付  

市 長 あ い さ つ  

諮 問  

瑞穂市下水道事業における受益者負担金及び分担金制度に

ついて諮問を行った。 

委 員 の 自 己 紹 介  

会 長 及 び 副 会 長 の 選 出  

議 事  

【 会 長 】  

 委 員 総 数 １ ０ 名 中 ９ 名 の 出 席 が あ り 、 瑞 穂 市 上 下



水 道 事 業 審 議 会 条 例 第 ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 審 議

会 の 成 立 を 宣 言 し た 。  

 瑞 穂 市 審 議 会 の 設 置 、 運 営 に 関 す る 要 綱 第 １ １ 条

の 規 定 に 基 づ き 本 会 議 は 原 則 公 開 で 行 う こ と 、 及 び

同 要 項 第 １ ２ 条 の 規 定 に よ り 傍 聴 を 認 め る こ と を 各

委 員 に 確 認 し 決 定 し た 。  

【 事 務 局 】  

瑞 穂 市 上 下 水 道 事 業 審 議 会 資 料 （ 第 １ 回 ） を 基 に  

 １ ． 瑞 穂 市 下 水 道 の 現 状  

 ２ ． 受 益 者 負 担 金 及 び 分 担 金 制 度  

 ３ ． 瑞 穂 市 下 水 道 事 業 に お け る 受 益 者 負 担 金 制 度  

   に つ い て の 説 明 を 行 っ た 。  

【 会 長 】  

 で は 、 説 明 に つ い て 、 質 問 や 意 見 が あ れ ば 発 言 願

い ま す 。  

【 Ｉ 委 員 】  

 「 合 併 処 理 浄 化 槽 を 設 置 し て 家 屋 が 供 用 開 始 か ら

３ 年 未 満 に 接 続 す る 場 合 は 受 益 者 分 担 金 を 減 免 す

る 」 と 「 合 併 処 理 浄 化 槽 を 設 置 し て い る 家 屋 の 場

合 、 下 水 道 に 接 続 す る ま で は 徴 収 猶 予 と す る 」 と は

矛 盾 す る よ う に 思 う が ど う か 。  

【 事 務 局 】  

 公 共 下 水 道 が 供 用 開 始 し た ら 区 域 内 の 合 併 浄 化 槽

設 置 済 み の 区 画 を 一 時 的 に 徴 収 猶 予 と し ま す 。 そ の

中 で も 、 供 用 開 始 か ら ３ 年 以 内 に 下 水 道 に 接 続 さ れ

る 合 併 処 理 浄 化 槽 設 置 済 の 区 画 に つ い て は 、 １ ０

０ ％ 減 免 し て は ど う か と い う 考 え 方 で す 。  

【 Ｅ 委 員 】  

 他 の 市 町 村 の 事 例 を 見 る と 負 担 区 に よ っ て 負 担 金

額 が 変 わ る こ と が 書 か れ て い ま す が 、 瑞 穂 市 で も 変

更 す る と い う 考 え か 。  

【 事 務 局 】  

 基 本 的 に は 負 担 区 で 変 え な い と い う 考 え 方 で す 。  

【 会 長 】  

 受 益 者 負 担 金 及 び 分 担 金 単 価 に つ い て 説 明 願 い ま

す 。  



【 事 務 局 】  

 案 １ に つ い て は 、 総 事 業 費 の ５ ％ を 該 当 す る 土 地

の 面 積 で 割 っ た も の に な り ま す 。 案 ２ は 市 街 化 区 域

と 市 街 化 区 域 外 で 事 業 費 を 算 出 し 、 そ の ５ ％ を 市 街

化 区 域 ・ 市 街 化 区 域 外 そ れ ぞ れ の 面 積 で 割 っ た も の

で す 。 案 ３ は 、 市 街 化 区 域 は 案 ２ と 同 じ 考 え 方 で 市

街 化 区 域 外 は 面 積 で は な く １ 戸 あ た り で 割 っ た も の

で す 。 案 ４ は 計 算 で は 無 く 、 既 存 の 施 設 で 採 用 し て

い る 単 一 定 額 １ 戸 あ た り １ ５ 万 円 を そ の ま ま 適 用 し

た も の に な り ま す 。  

【 Ｉ 委 員 】  

 供 用 開 始 し た 場 合 、 そ の 区 域 の 方 は 接 続 す る し な

い に 関 わ ら ず そ の 費 用 を 負 担 し な け れ ば な ら な い と

い う こ と で し ょ う か 。  

【 事 務 局 】  

 そ の 通 り で す 。  

【 Ｅ 委 員 】  

 都 市 計 画 法 で 下 水 道 を や っ て い く と い う こ と は 本

来 ｍ ２ 単 価 が 基 本 と い う こ と と 、 都 市 計 画 税 を 徴 収

し て い な い こ と を 考 え る と 案 １ が 良 い の で は な い か

と 考 え ま す 。  

【 事 務 局 】  

 市 街 化 区 域 は 一 般 的 に 都 市 計 画 税 を 徴 収 し て い ま

す が 、 瑞 穂 市 は 徴 収 し て い ま せ ん 。 固 定 資 産 税 は 路

線 価 で 決 ま り ま す が 瑞 穂 市 は 市 街 化 区 域 と 市 街 化 区

域 外 で あ ま り 差 が あ り ま せ ん 。  

【 Ｊ 委 員 】  

 市 街 化 区 域 外 の 方 は 自 分 が 必 要 と す る し な い に 関

わ ら ず ど う し て も 広 い 土 地 を 持 っ て い ま す 。 ｍ ２ 単

価 で 賦 課 す る と 負 担 が 大 き く な り ま す が 、 ど の よ う

に 考 え て い ま す か 。  

【 事 務 局 】  

 止 む を 得 な い と 考 え て い ま す 。 土 地 の 固 定 資 産 税

に 比 例 し て 受 益 者 負 担 金 が 決 ま っ て い く イ メ ー ジ だ

と 思 い ま す 。  

【 会 長 】  

 ４ つ の 案 に つ い て 、 採 決 を 取 り た い と 思 い ま す

が 、 賛 成 の 案 に 挙 手 願 い ま す 、  

【 委 員 】  



（ 案 １ に ７ 人 、 案 ２ に １ 人 、 案 ３ ・ ４ に 挙 手 無 し ）  

【 会 長 】  

 で は 、 審 議 会 と し て は 案 １ で 答 申 し た い と 思 い ま

す 。 本 日 は 時 間 と な り ま し た の で こ れ で 閉 会 と し た

い と 思 い ま す 。  

閉 会  

事 務 局  

(担 当 課 )  

瑞 穂 市 環 境 水 道 部 下 水 道 課  

  T E L  ０ ５ ８ － ３ ２ ７ － ２ １ １ ４  

  F A X  ０ ５ ８ － ３ ２ ７ － ２ １ ２ ７  
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